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　当組合の組合員は免税事業者ですが、インボイス制度が開始された令和５年10月
１日以降で、途中から登録を受ける事を検討しています。この場合の登録方法や留意
点について教えてください。

インボイス制度開始後の登録

【概要】
　免税事業者が令和５年10月１日から令和11年９月30日までの日の属する課税期間中において、令和５年10
月１日後に登録を受ける場合には、適格請求書発行事業者の登録申請書に登録希望日（提出日から15日以
降の登録を受ける日として事業者が希望する日）を記載することで、その登録希望日から課税事業者となる
経過措置が設けられています。
　したがって、この経過措置の適用を受けることとなる場合は、登録希望日から課税事業者となり、登録を
受けるに当たり、課税選択届出書を提出する必要はありません。
　また、税務署長による登録が完了した日が登録希望日後となった場合であっても、登録希望日に登録を受
けたものとみなされます。
　なお、この経過措置の適用を受けて適格請求書発行事業者の登録を受けた場合、基準期間の課税売上高
にかかわらず、登録日から課税期間の末日までの期間について、消費税の申告が必要となりますので留意し
てください。
　この経過措置の適用を受ける事業者が、登録日の属する課税期間中にその課税期間から簡易課税制度の
適用を受ける旨を記載した「消費税簡易課税制度選択届出書」を、納税地を所轄する税務署長に提出した
場合には、その課税期間の初日の前日に消費税簡易課税制度選択届出書を提出したものとみなされます。

　経過措置により課税期間の途中（登録希望日）から登録を受けようとする場合

インボイス制度施行 登録希望日

登録

適格請求書発行事業者

申請書提出日

▴ 
申請書提出免税事業者

 登録希望日（提出日から

15日以後の日）を記載

 希望日後に登録が完了した場合、
希望日に登録を受けたものとみなす。

【通知を受けるまでの対応について】
　登録日（課税期間の初日）から適格請求書等を交付する義務は生じますが、通知を受けるまでの間、適
格請求書等を交付することはできませんので、売手は、例えば次のように対応することが考えられます。
⃝�事前に適格請求書等の交付が遅れる旨を取引先に伝え、通知後に適格請求書等を交付する。
⃝�取引先に対して、通知を受けるまでは、登録番号のない請求書等を交付し、通知後に改めて適格請求書
等を交付し直す。
⃝�取引先に対して、通知を受けるまでは、登録番号のない請求書等を交付し、その請求書等との関連性を明
らかにした上で、適格請求書等に不足する登録番号を書類やメール等でお知らせする。
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